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3 卒業してから. ~ 、ずれtこするかきめてもおそく。ない。
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X 30 L、。ところが，就職になると，生徒の場合と問機に，高校志望時と20 、
JO~ ‘ . 現在とでは，いちじるしい変化を
% 示してし、ることがわかる。33.2%
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の生活設計にむすびつけて考えて
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第 8図fま，巻高校の生徒につ
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す び
これまでに，高等学校普通課程生徒を中心として，卒業を前にした彼等が，
将来の生活設計をどのように自覚して¥，.るかを，職能生活への位置づきかたを
予想して考えさせ，また大学やその他の上級学校に進学しようとするものにつ
いても，その考えや事情をきいてきた。はじめにもふれた通り，この調霊祭は単
なる意識調子年というよりは，彼等がもってし、る進路に対ーする向覚の程度を問題
主しようとしたものである。
全体を通じて明らかにした諸点は，さらに本研究所で実施した高等学校(会
・定)卒業生の就業状況調査や，職場における学歴構成などと併せ考えること
によって，この課程卒業生が笑際に職場でどんな仕事をしてL、るのか，それが
学校教育主}:，のように関係しており，さらに職業的専門的教義の必要はないの
か等，産業教育振興の観点からみて，いくたの問題が提起されるように思われ
るロさらに，彼等のうけた数育と進路のズレを見出しうるとすれば，高校教育
の課程編成について示唆されるものが出てくるであろうが，これ等一速の問題
は将来の課題として残されている。
ー36-
